










雑誌"TOPOS"と ラン ドスケープデザイ ン
足立 裕司/神戸大学
モダニズムが論理の自律性を求めて様式建




































らしい ものであって も,その回 りはいかにも













ろか らエクボや リンチの著作が盛んに読 まれ,
ローレンス ・ハルプリンやピーター ・ウォー
カーなどのデザインが流行することになった
ことは記憶 に新 しい。ランドスケープ ・デザ
イン界のルイス ・カーンともいうべきダン ・
カイ リーも安直に模倣されることになる。





の関係性が決定 され,建 築家がそれに従 うと
いう例 もみ られ るようである。起死回生 とは
いかないまで も,建築家 とランドスケープ ・













対比で構成 され,写 真や図版,装 丁 も優れて














































































イン特集が届いた。 そのなか にこの 『トポ
ス』の編集者 ・ロベル ト・シェーファーのイ
ンタビュー記事が丁度掲載されていたので紹
介 してお く。1号 の特集にあるヨーロッパの
近年のラン ドスケープ ・デザインも掲載 され
ているので併せて参考にして頂 きたい。
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